
クリーン農業技術を活用したメロン栽培を目指して

研究の目的

まとめ
今回の研究を通じて、クリーン農業技術を活用し
ても、良好なメロンの生育と品質を保てるかは、
今回の研究活動でわかりませんでしたが、環境へ
の負担を減らすことができる有機栽培には可能性
があることがわかりました。

考察
・有機肥料を使った場合でも、品種ごとに差はあったも
のの、ある程度の収量と品質を得られることが分かり
ました。

・糖度がやや低くなったのは、摘果処理が遅れたことや、
有機肥料がゆっくり効くため、肥料が効き始めた頃に
は病害虫に浸かされたことが原因だと考えられます。

・キングメルティーが病害虫に侵されたため、収穫する
ことができませんでした。

結果
・生育の様子を比較すると、２つの品種を比較す
ると、初期の生育はルピアレットがやや早かっ
たものの、後半にはキングメルティーも追いつ
きました。

・糖度を測定したところ、キングメルティーの平
均糖度は10度、ルピアレッドは8度でした。濃い
緑色を示し、外観評価も良好でした。病害の発
生率は、キングメルティーが多い傾向が見られ
ました。

今回使用したメロンの品種

本校の農場で２０２５年４月から８月にかけて行いました。
栽培区を２つに設け、品種はキングメルィーを生育し、ル
ピアレッドを栽培しました。
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調査内容

有機質肥料の施用について
有機肥料の施用は、作物の生育を促進し、土壌の健康を保
つために非常に重要である。
今回使用した有機必肥料
・大豆油かす ・ナタネ油かす ・米ぬか

土壌診断の重要性
土壌診断は、作物の健康を保ち、収穫量を
増加させるために不可欠なステップである。
土壌診断を行うことで、作物に適した環境
を作り出し、肥料の使用を最適化すること
ができる。
肥料の無駄遣いや環境への悪影響を避ける
ことができます。土壌診断は、農業におい
て、作物の成⾧を助ける重要な要素となる。


